
卒業まで大切に使用・保管してください。
この履修要覧は、皆さんが学業を進めていくうえで必要不可欠な、学部の
基本的な事項を収録したものです。再配布はしませんので、卒業まで大切
に保管してください。記載内容は2018年４月現在のものです。記載内容
の変更については掲示にてお知らせします。
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　生命科学は，生命現象を遺伝子・分子レベルから細胞レベル，さらに個体レベルで

も明らかにし，地球社会に貢献することを目的とする学問領域です。この生命科学を

教育研究することにより，生命の総合的理解の上に立って，地球社会の発展に貢献す

生命科学部の教育方針（ポリシー）

ディプロマ・ポリシー（卒業の認定及び学位授与に関する方針）

生 命 科 学 部 長

生命科学部の教育研究上の目的

る創造的思考能力，かつ倫理観を併せ持った人材を育成します。

２　学生に修得させるべき能力等の教育目標

１　人材の養成に関する目的

　生命科学における「生命」「環境」を２大テーマとし，「生命科学科」「応用生物科

学科」の２学科で各々特徴ある教育に取り組みます。特に，本学部の特色として極限

環境微生物分野，植物分野，動物分野の教育に力点を置くとともに，環境分野につい

ての教育も推進しています。これにより，学生に生命科学の学問領域全般を体系的に

修得させ，実社会での問題を解決する能力，新しい分野を切り拓いていく能力などを

身につけさせることを教育目標としています。

１．極限環境に生育する生物からヒトにいたるまでの生命現象に関する基礎知識と生

命現象を解析する基礎的技術を修得した上で，専門的な知識を獲得すること。

２．創造的思考能力を磨くことにより，「生命」「環境」の各分野における先端科学や

高度な技術開発に挑戦していくことができること。

３．高い倫理性と幅広い視野，豊かな人間性と自立心を備え，地球社会の発展に貢献

するという強い意志を有すること。
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生命科学科教育課程表（2018年度入学生用）
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１　英語単位認定制度‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　62
２　Toyo Global Leader（TGL）プログラム
３　英語特別教育科目 LEAPプログラム
４　ランゲージセンター課外英語講座
５　大学院開講科目履修制度
６　成績優秀者表彰制度
７　聴講制度（群馬県内大学単位互換制度）
８　実務研修
９　学外実習（生命科学科のみ）
10　東京外国語大学の単位互換制度

第３章　応用生物科学科　履修方法と学科教育課程表
　　応用生物科学科の教育研究上の目的 
　　応用生物科学科３つのポリシー 
　　　　　１　カリキュラム上の特徴 
　　　　　２　コース内容と特徴 
　　　　　３　応用生物科学科卒業要件 
　　　　　４　年次別履修単位数制限 
　　　　　５　卒業論文着手条件 
　　　　　６　履修上の注意 
　　　　　　　　基盤教育科目 
　　　　　　　　専門科目 
　　　　　　　　開放領域について 
　　　　　　　　卒業要件を上回って修得した単位について 
　　　　　　　　応用生物科学科教育課程表（2018年度入学生用）
　　　　　　　　応用生物科学科の開放領域 

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 45

Ⅱ　生命科学部学生支援プログラム
　　　生命科学部学生支援プログラム

　　　　　３　危険物取扱者（甲種）
　　　　　４　バイオ技術者認定試験（中級・上級）
　　　　　５　技術士・技術士補

Ⅲ　諸資格
　　　諸資格
　　　　　１　教職課程（教育職員免許状）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　72
　　　　　　　　教育職員免許状について
　　　　　　　　教育職員免許状の取得条件について
　　　　　　　　教員免許状更新制について
　　　　　　　　教職課程登録料について
　　　　　　　　教職の履修登録について
　　　　　　　　教育実習について
　　　　　　　　介護等体験について
　　　　　　　　教職実践演習について
　　　　　　　　教育職員免許状一括申請について
　　　　　　　　休学および留学等で長期間大学へ通学することができない場合について
　　　　　　　　教員採用試験について
　　　　　　　　教員採用に関する支援について

Ⅳ　学籍および納付金
　　　　　１　学籍（学籍異動に関する手続）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　92
　　　　　２　納付金に関する取扱

Ⅴ　その他

　　　　　２　板倉キャンパスの情報環境について

２　食品衛生管理者および食品衛生監視員（任用資格）

１　海外留学・研修プログラム‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 104

６　公害防止管理者試験（国家試験）

３　学則（学籍に関する事項の抜粋）
４　東洋大学生命科学部規程
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Ⅵ　教員紹介（プロフィール）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  113

板倉校舎案内図　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 126
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１　学　　期

第１節　学修にあたって

３　単位制

（１）単位制とは

（２）単位数の計算方法

４　修業年限と在学年数

２　セメスタ制

　１年を次の学期に分けます。

　　春学期　４月１日から９月30日まで

　　秋学期　10月１日から翌年の３月31日まで

※ただし，授業開始日や終了日，履修登録期間は年度によって異なるので，学生生

活ハンドブックやToyoNet-Gで確認してください。

　授業科目の履修には単位制が採用されています。単位制とは，授業科目にそれぞ

れ定められた単位があり，一定の基準（科目の単位数に見合う授業時間）に沿って， 

その授業科目を履修し，試験に合格することによってその授業科目の単位が認定さ

れる制度です。

　従って，学科教育課程表に基づく卒業要件を満たした場合に卒業として認定し，

学士の学位が与えられます。

　修業年限は４年です。

　在学年数は，通算して８年が限度となります。この場合において，休学年数は在

学年数に算入しません。

　セメスタ制は，上記のように１年を２つの学期

（セメスタ）に分け，４年間で８つのセメスタを

段階的に積み上げて卒業するシステムです。半年

単位で授業が完結することによって，授業効果を

高め，学生が集中して学ぶことができ，学生の理

解度を把握しやすくなるメリットがあります。

　授業科目には学習時間に応じた単位数が定められており，卒業要件等の基準は修

得すべき単位数として規定されています。１単位は，授業や自習（予習・復習）を

含め45時間の学修を行う計算になっており，次の基準により設定されています。

授業科目の区分と1単位あたりの学修時間

合　　計授業時間

学習時間

自 習 時 間
（予習・復習時間）

授業実施授業科目等

講 義 ・ 演 習
外 国 語 科 目
実験・実技・実習

15週
15週
15週

15時間
30時間
45時間

45時間
45時間
45時間

30時間
15時間
0時間
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ToyoNet-Gから該当する申請書
をプリントアウトし，申請書を
作成してWeb履修登録を済ま
せたうえで，板倉事務課窓口に
提出してください
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してください）試験の日，時限，場所（教室），方法等は，次により発表します。

　学期末試験とは，各学期の最終週（試験・補講調整期間）に行うテスト等を指し

ます。例年，春学期は７月下旬～８月上旬，秋学期は１月下旬～２月上旬に実施予

定で，学期末試験時間割に従って実施します。（ToyoNet-Gで各自の時間割を確認

　平常試験とは，各授業科目の担当教員が平常の授業時間内で行うテスト等を指し

ます。

－ 14－

履
修
要
綱



－ 15－

履
修
要
綱



－ 16－

履
修
要
綱



－ 17－

履
修
要
綱



　第１クォーターについては６月下旬，春学期，第２クォーターについては９月

中旬～下旬，第３クォーターについては11月下旬，秋学期，第４クォーターにつ

いては３月中旬～下旬にToyoNet-Gで発表します。
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　生命科学部の４年次第８セメスタ以上（卒業当該学期のみ）において，卒業単位

が不足する学生が対象となります。

　再試験の受験資格，再試験の対象としない科目などについては，「生命科学部卒

業再試験実施に関わる内規」に基づき実施されます。
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アドミッション・ポリシー（入学者受け入れに関する方針）
　生命科学科では，生命科学の知識や技術，思考を活かして国内外で活躍できる人材，生命科学の発展に寄
与する研究者や技術者を育成することを目的としています。そこで，以下のような能力を有している学生を
受け入れます。
　（１）科学全般，特に生命科学に興味を持ち，高等学校で履修した科目について教科書レベルの知識を有

している。
　（２）自分の考えをまとめ，他者に対してわかりやすく説明することができる。
　（３）自ら設定した目標を達成するための強い意志を有している。
　（４）生物・健康・環境などに関する問題に関心を持ち，解決に向けた活動，研究をとおして社会に貢献

したいと考えている。
　（５）積極的に新しい分野を開拓したいという意欲と創造力を有している。

カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針）
　生命科学科では学科の掲げる教育目標を達成するため，下記の方針に従い課程表を編成し系統的な履修を
促します。
　（１）１年次では，最新の生命科学を学ぶ前提となる基礎的な生物学を修得するために「生物学Ⅰおよび

Ⅱ」，「基礎分子生物学」などの科目を必修科目として配置する。また，生命現象を理解し研究する
上で必要な化学知識を修得するために，「基礎化学」，「生命実験化学」などの科目を必修科目とし
て配置する。

　（２）生物学の基盤となる科目を修得した後，２年次にかけて動物，植物，微生物の各生物群がもつ特徴
的な生命現象に対する深い知識を醸成するために生命科学基礎科目群を配置する。また，これらの
専門分野を深く理解するために必要な基礎科学知識の修得を目的として「有機化学」や「遺伝子工
学」などの基礎科学科目群を開講する。

　（３）３年次以降は，それまでの基礎的な知識を活用して生命科学に関する先端研究の情報や知識の修得，
学生の進路決定の支援を目的として，より専門性の高い生命科学科目群を配置する。

　（４）生命科学の様々な実験手法，論理的な思考・表現を身につけることを目的として「化学実験」，「生
物学実験」，「生命科学実験ⅠおよびⅡ」，「卒業研究ⅠおよびⅡ」を順次配置し，他の科目群で修得
した知識を活用して主体的に研究活動に取り組む能力を養う。

　（５）幅広い視野を身につけるため，基盤教養科目を配置するとともに，倫理観を養うために「生命倫理」
や「生命哲学」などの科目を配置する。また，生命科学の分野で国際的に活躍できる人材育成のた
めに，３年次まで途切れなく英語科目群を配置して継続的な学修を促す。

　（６）３年次までに「生命科学ゼミナールⅠおよびⅡ」，「キャリアデザインⅠおよびⅡ」などを配置し，
社会で必要とされるプレゼンテーション力やコミュニケーション力を養うとともに，学生自身の将
来のキャリアデザインを促す。

ディプロマ・ポリシー（卒業の認定及び学位授与に関する方針）
　本学科のカリキュラムの規定単位を修了し，以下に掲げる能力を習得することが学位授与の要件となります。
　（１）生命科学に関する幅広い知識と高い生命倫理観・専門技術者倫理観を身につけている。
　（２）生命科学の専門的知識と実験技術を駆使して，創造的な研究活動を行う能力を身につけている。
　（３）様々な課題に対して自主的・主体的に取り組み，論理的な思考を通して解決への筋道を立てる事が

できる。
　（４）プレゼンテーション能力，コミュニケーション能力に優れ，他者と連携・協調することができる。
　（５）社会の構成員として必要な教養を身につけ，社会貢献に対する意識とそれを実践するための能力を

備えている。

生命科学科３つのポリシー
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１年次

２年次

３年次

４年次

76
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2018年度入学生用
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卒業
要件 区　　分 必修／選択 科目 

ナンバリング 科　　　目　　　名 配当学年 単位数

（
目
科
門
専

90

）
上
以
位
単

修
必
択
選

生命科学
（８単位以上）

選択必修 BRC301 糖鎖科学 ３ ２

選択必修 BSB301 脳科学 ３ ２

選択必修 NGN201 神経科学 ２ ２

選択必修 PMB301 植物生化学 ３ ２

選択必修 PMB302 植物環境生理学 ３ ２

選択必修 APM303 極限環境微生物学 ３ ２

選択必修 APM305 真核微生物学 ３ ２

選択必修 DEB301 生殖生物学 ３ ２

選択必修 IAS301 血液・免疫学概論 ３ ２

選択必修 BIO301 放射線生物学 ３ ２

選択必修 SEM301 生命科学ゼミナールⅡ ３ ２

選　　択

選択 PHY104 物理実験 １ ３

選択 ALG101 微分積分学 １ ２

選択 BAA101 解析学 １ ２

選択 SEE101 技術倫理 １ ２

選択 ALS101 学外実習 １ ２

選択 FMA101 基礎数学 １ ２

選択 ECE102 生態学 １ ２

選択 BIS101 生物資源科学 １ ２

選択 BAM101 人体の構造と機能 １ ２

選択 SEP202 地学 １ ２

選択 ALG201 線形数学 ２ ２

－ 35 －

選択 GLG201 地学概論（実験を含む） ２ ２

選択 BEB203 医用工学概論 ２ ２

選択 BIP201 薬物生体作用学 ２ ２

選択 CEB201 細胞工学 ２ ２

選択 EER201 水処理工学 ２ ２

選択 FOS201 フードエンジニアリング ２ ２

選択 FOS202 食品化学 ２ ２

選択 HPH201 公衆衛生学 ２ ２

選択 SOC201 公害防止総論 ２ ２

選択 BAM301 組織/病理学概論 ３ ２

選択 ANC302 機器分析Ⅰ ３ ２

選択 ANC303 機器分析Ⅱ ３ ２

選択 SEM303 研究室演習 ３ ４

選択 CIV301 実務研修 ３ ２

選択 GPH301 病態生理学 ３ ２

選択 ITS301 知的財産法 ３ ２
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教職実践演習（中・高）
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2018年度入学生用

1 2 3 4
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1 2 3 4

地学 ２
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生命科学科の開放領域
（他学部他学科）

……生命科学部応用生物科学科・食環境科学部食環境科学科の専門科目（実験・
演習・卒業論文を除く）で生命科学科の学生が履修可能な科目

　2018年度以降入学生用

１ ２ ３ ４
授 業 科 目 授 業 科 目 授 業 科 目 授 業 科 目

生命科学部　応用生物科学科　　専 門 科 目
動物バイオテクノロジー

植物代謝化学 植物遺伝育種学
植物バイオテクノロジー

環境微生物学 酵素工学
生態毒性学
香粧品化学
廃水処理システム学

食環境科学部　食環境科学科　　専 門 科 目
食品流通経済論
食品物性論
食品品質管理学
美味しさの科学
味とニオイの科学

食品添加物概論
スパイスの科学
マーケティング入門
ソムリエ講座

※開放領域（他学部他学科）については，履修登録期間内に以下の手順で申請を行ってください。
①　申請書の作成
　　（ToyoNet-G からダウンロードできます。）
②　申請書の提出
　　申請書は履修登録期間内に板倉事務課窓口に提出してください。
（併せて，学生本人がWeb上で登録する必要があります）。
③　履修登録の確認
　　板倉事務課が指定する期間に，申請した科目が登録されているか必ず確認してください。申請が許可されなかった場合
は履修登録の修正が可能です。
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（3）１年次後半以降、系統的に専門性を養うための「応用動物コース」、「植物資源利用コース」、「微生
物利用コース」、「生命環境コース」の4つのコースを配置します。

アドミッション・ポリシー（入学者受入れに関する方針）

カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針）

ディプロマ・ポリシー（卒業の認定及び学位授与に関する方針）
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１年次

２年次

３年次

４年次

76
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2018年度入学生用
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卒業
要件 区　　分 必修／選択 科目 

ナンバリング 科　　　目　　　名 配当学年 単位数

（
目
科
門
専

90

）
上
以
位
単

（
修
必
択
選

40

）
上
以
位
単 10

）
上
以
位
単

応用動物 
コース

選択必修 GPH301 病態生理学 ３ ２

選択必修 SGB303 動物バイオテクノロジー ３ ２

植物資源利用 
コース

選択必修 PMB201 植物生理学 １ ２

選択必修 PNS201 植物代謝化学 ２ ２

選択必修 HOS201 植物機能利用学 ２ ２

選択必修 GCD301 植物遺伝育種学 ３ ２

選択必修 SGB302 植物バイオテクノロジー ３ ２

微生物利用 
コース

選択必修 APM103 微生物学 １ ２

選択必修 APM203 環境微生物学 ２ ２

選択必修 APM202 微生物利用学 ２ ２

選択必修 APM301 極限環境微生物学 ３ ２

選択必修 BRC303 酵素工学 ３ ２

生命環境 
コース

選択必修 PHT106 環境倫理学 １ ２

選択必修 ECE201 生命環境科学 ２ ２

選択必修 MTE201 環境分子生物学 ２ ２

選択必修 EHP301 生態毒性学 ３ ２

選択必修 EES301 生態制御学 ３ ２

選　　択

選択 PHY103 物理Ⅰ １ ２

選択 PHY104 物理Ⅱ １ ２

選択 ALG101 微分積分学 １ ２

選択 BAA101 解析学 １ ２

選択 BAM101 人体の構造と機能 １ ２

選択 DEB102 発生・再生生物学 １ ２

選択 BAB103 基礎生物学演習 １ １

選択 BSC104 基礎化学演習 １ １

選択 SEP102 地学 １ ２

選択 GLG201 地学概論（実験を含む） ２ ２

選択 STP201 古生物学 ２ ２

選択 STS101 数理統計学 ２ ２

選択 ALG201 線形数学 ２ ２

選択 EER201 水処理工学 ２ ２

選択 SOC201 公害防止総論 ２ ２

選択 EER203 危険物管理概論 ２ ２

選択 PMB203 植物科学 ２ ２

選択 PMB204 植物分子栄養学 ２ ２

選択 ESR201 地球環境学 ２ ２

選択 BPC201 物理化学 ２ ２

選択 APM201 微生物生理学 ２ ２
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E D P 202 教育相談

（中・高）
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2018年度入学生用

1 2 3 4

－ 58－

応
用
生
物
科
学
科



1 2 3 4

－ 59－

応
用
生
物
科
学
科



応用生物科学科の開放領域
（他学部他学科）

……生命科学部生命科学科・食環境科学部食環境科学科の専門科目（実
験・演習・卒業論文を除く）で応用生物科学科の学生が履修可能な科目

　2018年度以降入学生用

１ ２ ３ ４
授 業 科 目 授 業 科 目 授 業 科 目 授 業 科 目

生命科学部　生命科学科　　専 門 科 目
生物有機化学 遺伝子工学

ゲノムインフォマティクス
基礎微生物学 生理学

植物生化学
植物環境生理学
真核微生物学

食環境科学部　食環境科学科　　専 門 科 目
フードコーディネート論 食品流通経済論

フードエンジニアリング
食品物性論
食育論
味とニオイの科学

食品添加物概論
マーケティング入門
スパイスの科学
食品加工貯蔵学
ソムリエ講座

※開放領域（他学部他学科）については，履修登録期間内に以下の手順で申請を行ってください。
①　申請書の作成
　　（ToyoNet-G からダウンロードできます。）
②　申請書の提出
　　申請書は履修登録期間内に板倉事務課窓口に提出してください。

③　履修登録の確認
　　板倉事務課が指定する期間に，申請した科目が登録されているか必ず確認してください。申請が許可されなかった場合
は履修登録の修正が可能です。

－ 60 －

（併せて，学生本人がWeb上で登録する必要があります）。
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応用生物科学科の開放領域
（他学部他学科）

……生命科学部生命科学科・食環境科学部食環境科学科の専門科目（実
験・演習・卒業論文を除く）で応用生物科学科の学生が履修可能な科目

　2018年度以降入学生用

１ ２ ３ ４
授 業 科 目 授 業 科 目 授 業 科 目 授 業 科 目

生命科学部　生命科学科　　専 門 科 目
生物有機化学 遺伝子工学

ゲノムインフォマティクス
基礎微生物学 生理学

植物生化学
植物環境生理学
真核微生物学

食環境科学部　食環境科学科　　専 門 科 目
フードコーディネート論 食品流通経済論

フードエンジニアリング
食品物性論
食育論
味とニオイの科学

食品添加物概論
マーケティング入門
スパイスの科学
食品加工貯蔵学
ソムリエ講座

※開放領域（他学部他学科）については，履修登録期間内に以下の手順で申請を行ってください。
①　申請書の作成
　　（ToyoNet-G からダウンロードできます。）
②　申請書の提出
　　申請書は履修登録期間内に板倉事務課窓口に提出してください。

③　履修登録の確認
　　板倉事務課が指定する期間に，申請した科目が登録されているか必ず確認してください。申請が許可されなかった場合
は履修登録の修正が可能です。

－ 60 －

（併せて，学生本人がWeb上で登録する必要があります）。

１．英語単位認定制度

２．Toyo Global Leader（TGL）プログラム

３．英語特別教育科目　LEAPプログラム

４．ランゲージセンター課外英語講座

５．大学院開講科目履修制度

６．成績優秀者表彰制度

７．聴講制度（群馬県内大学単位互換制度）

８．実務研修

９．学外実習（生命科学科のみ）

10．東京外国語大学の単位互換制度
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１．対象学生

２．制度の趣旨

３．単位認定基準

４．資格の取得期日について

５．申請時提出書類

６．申請期間

７．成績評価

８．学期を超えた申請につ

いて

９．追加申請について

　生命科学部に在籍する学生

　必修科目への出席が免除されることによって空いた時間を，さらに上級のレベル

を目指した英語学習に充当してもらうことを目的とした制度です。

　取得資格に応じて，以下の基準により認定する。

資格の
種類 英検 国連英検 TOEIC

（IP含む）
TOEFL
（PBT・ITP）

TOEFL
（iBT） 認定科目と単位数

認定基準 準１級以上 A級以上 990～645 677～520 120～68 下記科目のうち４科目４単位
２級 B級 644～495 519～467 67～51 下記科目のうち２科目２単位

　＊認定対象科目：English Communication Ⅰ（１単位），

　　　　　　　　　English Communication Ⅱ（１単位），

　　　　　　　　　Integral English Ⅲ（１単位），Integral English Ⅳ（１単位），

　　　　　　　　　Applied English Ⅰ（１単位），Applied English Ⅱ（１単位）

　申請日より遡って２年以内に認定された資格を対象とします。

　ａ．生命科学部・食環境科学部　英語単位認定申請書

　ｂ．各検定試験のスコアコピー，スコアレポート，スコア認定書，合格証書，試

験結果通知など

　各学期の履修登録期間中

　＊なお，申請した科目については履修登録を行わないでください。

　（年間履修制限単位には含まれません）。

　評価は各学部教授会の承認を経て「Ｔ」（Transfer）とします。

　単位認定は申請学期に開講している科目が対象です。よって，ひとつの資格によ

る単位認定が複数学期にわたる場合，学期ごとに申請を行わなければなりません。

①本制度により単位認定を受けたのち，新たに上級資格の認定を受け，追加の申請を

希望する場合には，追加の単位認定を申請することができます。その場合は，既に
単位認定を受けている科目（単位）に加え，２科目２単位を申請することになります。

②同一の認定基準において認定する単位は一度限りとし，他の資格を取得しても

追加申請はできません。（つまり，英検２級によって２単位を認定された場合，

TOEICの644点を取得しても，新たに２単位の認定を申請することはできません。）

１．英語単位認定制度
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　TGLプログラムは，東洋大学生が国内外で活躍できるグローバル人財となるた

めに，「異文化環境における英語運用表現能力」，「文化的な価値創造能力」，「異文

化環境における課題解決能力」の３要素を強化することを目的としています。こ

れらの目的に沿って，「Gold」「Silver」「Bronze」のランクごとに７つの認定要件を

定め，各要件を満たした学生をToyo Global Leaderとして認定します。

　下記のとおり，ランクごとに認定要件が設定されています。１．認定要件

２．Toyo Global Leader（TGL）プログラム

認定要件 TGL Gold TGL Silver TGL Bronze

730点

（２）外国語による授業科目の修得 40単位

（３）英語による卒業論文等執筆 必須

（４）海外留学・インターンシップ 必須 どちらか
を必須（５）海外アクティビティ 必須

（６）東洋グローバルリーダーキャンプ 必須（運営） 必須（参加） 必須（参加）

（７）Toyo Global（TG）ポイント 30ポイント 20ポイント 10ポイント

２．認定要件について （１）英語能力

（２）外国語による授業科目の修得

　　　　開講言語が外国語の授業科目および基盤教育の語学科目の修得単位数を加

算していきます。また，海外留学や海外インターンシップ等により認定され

た科目の単位数も加算できます。

（３）英語での卒業論文等執筆

　　　　執筆言語を問わず卒業論文等（指導教員が認めるもの）を執筆した場合，

所定のフォーマットで英文要旨を提出することで認定します。

（４）海外留学・インターンシップ

　　　　海外での活動が連続で３週間（現地入国から出国までが21日間）以上の留

学やインターンシップを対象とします。大学で開催しているプログラムのほ

か，学外機関が主催するプログラムも活動内容等により対象となります。な

お，単位認定の有無は問いません。

　英語資格試験のスコアにより認定します。TOEIC®L&R（公開テスト

およびIPテスト）のほか，TOEFL iBT®，TOEFL ITP®，IELTS™のスコアを

TOEIC®L&Rスコアに換算します。なお，スコアは在学中に受験したものに

限ります。

（１）英語能力（TOEIC® L&R） ―

10単位

―

―

―

590点

20単位

―
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（５）海外アクティビティ

　　　　上記（４）に該当しない，海外での活動が連続で１週間（現地入国から出

国までが７日間）以上の留学，研修，インターンシップ，ボランティア等の

活動を対象とします。大学で開催しているプログラムのほか，学外機関が主

催するプログラムも活動内容等により対象となります。なお，単位認定の有

無は問いません。

（６）東洋グローバルリーダーキャンプ

　　　　本学で実施する「東洋グローバルリーダーキャンプ」への参加（または運

営チームとしての参加）により認められます。

（７）Toyo Global（TG）ポイント

　　　　国内外の国際交流活動（海外留学，インターンシップ，ボランティア，国

際シンポジウム等）および課外語学講座等への参加がポイントの対象となり

ます。ポイントは各活動期間に応じて付与します。

【TGLプログラムの仕組み】

　一度の取り組みで複数の認定要件に当てはまる場合があります。

　交換留学で１年間海外渡航（TOEFL ITP®550点を保有）。

　　認定（TOEIC®Ｌ＆Ｒ730点に換算）

　また，留学中１週間のボランティア活動に従事し，「短期会議実習Ⅰ」（１単位）

が認定された。
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【TGLプログラム問い合わせ先】

　国際部〔国際教育センター〕（白山キャンパス　８号館１階）

　TEL：03－3945－7827

　E-mail：ml-tgl@toyo.jp

　LEAP（Learning English for Academic Purposes）プログラムは将来海外留学を
目指す学生や、英語力を高めたいと希望する学生を対象とした学術英語プログラム
です。英語力のみならず、大学レベルの授業を英語で受けるのに対応できるだけの
学習スキルの習得も目指します。LEAPの授業は英語で行われるため、内容を理解
し、課題などをこなしていくために基礎的な英語力が必要となります。修得した単
位は卒業単位として認められます。

　LEAPはEAP AとEAP Bの２つの科目に分かれています。各学期いずれかの科目
を開講します。
　Ａ科目（週１日２コマ連続、２単位）・・・ListeningとSpeakingに特化した科目
　Ｂ科目（週１日２コマ連続、２単位）・・・ReadingとWritingに特化した科目

　TOEFL ITP® 500点程度以上を取得している場合は、白山キャンパスに通学でき
る事を条件にPSAを受講することができます。PSAは次の3科目（それぞれ週１回･
１単位）から成ります。
 Basic Academic Writing（BAW）… 英語で論文を書くための基礎を学習
 Academic Essay Writing（AEW）… BAW修了生対象で、より高度な論文作成スキルを学習
 College Study Skills（CSS）…留学してからの受講スキルを学習

＜申込・お問い合わせ＞
　プログラムの詳細はToyoNet-ACE「TOYO GLOBAL DIAMONDS（国際交流情
報）」コース内、「語学学習　LEAP・ランゲージセンター・課外講座」を確認してくだ
さい（春学期履修の案内は前年11月頃、秋学期履修の案内は５～６月頃配信予定）。
https://www.ace.toyo.ac.jp/ct/course_1324577

  LEAPプログラムについての問い合わせ先
  LEAPオフィス（白山キャンパス8号館2階）
  Email: mlleapoffice@toyo.jp　　　TEL: 03-3945-7341

３．英語特別教育科目  LEAPプログラム

　プログラムの詳細は，ToyoNet-ACE「TOYO GLOBAL DIAMONDS
（国際交流情報）」コース内，「東洋グローバルリーダープログラム」を
確認してください。
https://www.toyo.ace.toyo.ac.jp/ct/course_1324577
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４．ランゲージセンター課外英語講座

＜キャンパス内留学＞ 
Toyo Achieve English 
英語講座

課外英語資格試験対策講座

ランゲージセンター
ライティング指導講座

　ランゲージセンター課外英語講座についての問い合わせ先
　国際部〔ランゲージセンター〕（白山キャンパス 8号館1階）
　Email：ml_lc_global@toyo.jp　Tel：03-3945-8172

　ランゲージセンターでは，海外留学や英語力向上を目指す学生のサポートを行っています。全キャンパスにて英
会話講座，各種テスト対策講座や英語によるライティング指導を実施していますので，ぜひ活用してください。

　フィリピン人講師による会話を中心とした５キャンパスで学べる英語講座で
す。授業の空き時間を有効に使って毎日学べる少人数制のグループレッスンと，
自分のレベルや希望に合った授業を受講できるマンツーマンレッスンを開講して
います。また，キャンパスによってTOEIC 講座や夏休み・春休み中の集中講座を
開講するなど，年間を通じてプログラムを提供しています。

　春学期，夏休み及び秋学期に，TOEFL・IELTS・TOEICのスコア向上を目的と
した課外英語資格試験対策講座を実施しています。

①コンファレンスライティング（Conference Writing）
　　２週間に一度，決められたスケジュールで受講する１回30分，１学期６回の
ライティング個別指導プログラムです。カリキュラムに則り英語論文を書くた
めの基礎的な知識とライティングスキルを段階的に学びます。

②スペシャルアカデミックライティング（Special Academic Writing）
　　２週間に一度，決められたスケジュールで受講する１回30分，全６回のライ
ティング個別指導プログラムです。１学期完結型で，各種英文ライティングの
基礎を学びます。

③ライティングテスト対策（Prep for Writing Tests）
　　２週間に一度，決められたスケジュールで受講する１回30分，全６回のライ
ティング個別指導プログラムです。IELTS™やTOEFL iBT®などの英語資格試験
のライティングパートに特化してスコアアップを目指します。

④ライティング相談（Writing Consulting）
　　主に英文ライティングに関するアドバイスを30分間個別で受けることができ
るプログラムです。海外プログラムへの申込書，英文履歴書，英語での卒業論
文・要旨作成等に利用可能です。

⑤特別講座（Special Programs）
　　交換留学，海外インターンシップなど特定のプログラムの準備対策講座を開
講しています。プログラム詳細については開講時にお知らせします。

講座内容・募集の詳細についてはToyoNet-ACE「TOYO GLOBAL DIAMONDS
（国際交流情報）」コース内，「語学学習 LEAP・ランゲージセンター・課外
講座」を確認してください。

https://www.ace.toyo.ac.jp/ct/course_1324577
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５．大学院開講科目履修制度

６．成績優秀者表彰制度
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８．実務研修

７．聴講制度（群馬県内大学単位互換制度）
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　　学外実習は大学間の単位互換制度に基づいて行われている生物を対象とした

公開臨海実習の参加により，単位を認定するものです。実習を通して本学の授

業では経験できない生態系やその中に生息する生物について学び，生命現象へ

のより広い理解と知識を得ることを目的とします。実習後，報告会で実習内容

を発表します。

　（１）学外実習については，春学期にガイダンスを実施しますので，履修希望

者は必ず出席してください。詳細は中央掲示板に掲示しますので，各自

で必ず確認してください。

　（２）学外実習について，他大学の公開臨海実習に関する実施要項等は随時中

央掲示板に掲示します。各自で必ず確認をし，教学課窓口で申請手続き

をしてください。

　学外実習の単位数は２単位です。学外実習の単位は，その学期で履修できる上

限単位数に含まれます（卒業に必要な単位として認められている単位のみ）。

　（１）学外実習は１年次秋学期以降に履修登録をしてください（別途「2013授業

時間割表」を参照してください）。

　（２）学外実習は実習後の直近学期に単位が認定されます。学外実習の流れは

以下の通りです。

　　　　（ⅰ）掲示されている実施要項に従って教学課窓口で申込手続を行う

　　　　（ⅱ）実習に参加する

　　　　（ⅲ） 終了後の直近学期で履修登録を行う

書」を教学課窓口に提出

　学外実習の単位認定は４年間を通して１度のみとなります。

　履修登録を行わないと，単位が認定されませんので，注意してください。

１．学外実習の概要

２．ガイダンス等について

３．学外実習の履修方法

４．その他

７．学外実習（生命科学科のみ）

　概要は次の通りですので，希望者は下記の事項を熟読し，必要な手続きを行ってください。

－ 93 －

９．学外実習（生命科学科のみ）

　　　　 央掲示板に掲示します。各自で必ず確認をし，板倉事務課窓口で申請手

続きをしてください。

　（１）学外実習は１年次秋学期以降に履修登録をしてください（別途「授業時間

割表」を参照してください）。

　　　　（ⅰ）掲示されている実施要項に従って板倉事務課窓口で申込手続を行う

－ 52 －

９．

－ 68 －

　　　　（ⅳ）実習終了後，報告会に参加する

　　　　（ⅴ）成績発表で評価を確認する

　　　　　　　例：夏季休暇中に実習に参加した場合→直近の秋学期に履修登録を

行う
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10．東京外国語大学の単位互換制度
　東洋大学では語学科目を中心とした多様な学習機会を拡充することを目的とし

て，2018年度より，東京外国語大学との間における単位互換協定を締結しました。

これに伴い，東京外国語大学の授業の一部を履修することが可能になりました。

　ここでは，東京外国語大学の科目を履修するにあたっての条件，履修方法などを

規定しています。詳細は，東京外国語大学の履修要覧・シラバスを参照するととも

に，所属学部教務担当課までお問合せください。

　学部２年次以上

　学期の履修単位数の制限内かつ，（入学前も含む）本学以外の大学等で取得でき

る単位数は60単位を上限とする。

　東京外国語大学では「特別聴講学生」として在籍することになります。

　東京外国語大学府中キャンパス（所在地：〒183-8534 東京都府中市朝日町3-11-1）

　所属学部教務担当課で確認してください。ただし，都合によって履修可能科目

が変更になることがあります。また，本学と東京外国語大学双方の曜日時限が重

複する科目や移動時間も含めて授業開始時刻に間に合わない科目を履修すること

はできません。

①「特別聴講願」を所属学部教務担当課窓口で受け取り，所定の期間内に所属学

部教務担当課窓口に提出してください。

②提出された「特別聴講願」をもとに，東京外国語大学が受講の可否を決定しま

す。

③第１回目の講義に出席し，東京外国語大学の授業担当教員へ「東洋大学生命科

学部」の学生である旨と聴講申請手続き中である旨，申し出てください。

④受講の正式な可否については，ToyoNet-Gにてお知らせを配信しますので，確認

のうえ，受講可の学生は東京外国語大学で所定の手続を行ってください。

　東京外国語大学の制度によります。追・再試験は原則行いません。

　東京外国語大学からの成績到着後，当該科目の単位の認定を希望する場合は，

所属学部教務担当課窓口まで，「単位認定申請書」を提出してください。教授会

での審議後，申請が認められる場合は「T」評価として認定します。

東京外国語大学入構時には「学生証」を必ず携帯し，東洋大学の学生であること

を示すこと。その他，東京外国語大学の学則に従い，規律ある行動をとること。

１.  対象学生

２.  履修可能単位数

３.  学籍の取扱い

４.  開講キャンパス

５.  履修可能科目

６.  履修手続

７.  試験

８.  単位認定
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10．東京外国語大学の単位互換制度
　東洋大学では語学科目を中心とした多様な学習機会を拡充することを目的とし

て，2018年度より，東京外国語大学との間における単位互換協定を締結しました。

これに伴い，東京外国語大学の授業の一部を履修することが可能になりました。

　ここでは，東京外国語大学の科目を履修するにあたっての条件，履修方法などを

規定しています。詳細は，東京外国語大学の履修要覧・シラバスを参照するととも

に，所属学部教務担当課までお問合せください。

　学部２年次以上

　学期の履修単位数の制限内かつ，（入学前も含む）本学以外の大学等で取得でき

る単位数は60単位を上限とする。

　東京外国語大学では「特別聴講学生」として在籍することになります。

　東京外国語大学府中キャンパス（所在地：〒183-8534 東京都府中市朝日町3-11-1）

　所属学部教務担当課で確認してください。ただし，都合によって履修可能科目

が変更になることがあります。また，本学と東京外国語大学双方の曜日時限が重

複する科目や移動時間も含めて授業開始時刻に間に合わない科目を履修すること

はできません。

①「特別聴講願」を所属学部教務担当課窓口で受け取り，所定の期間内に所属学

部教務担当課窓口に提出してください。

②提出された「特別聴講願」をもとに，東京外国語大学が受講の可否を決定しま

す。

③第１回目の講義に出席し，東京外国語大学の授業担当教員へ「東洋大学生命科

学部」の学生である旨と聴講申請手続き中である旨，申し出てください。

④受講の正式な可否については，ToyoNet-Gにてお知らせを配信しますので，確認

のうえ，受講可の学生は東京外国語大学で所定の手続を行ってください。

　東京外国語大学の制度によります。追・再試験は原則行いません。

　東京外国語大学からの成績到着後，当該科目の単位の認定を希望する場合は，

所属学部教務担当課窓口まで，「単位認定申請書」を提出してください。教授会

での審議後，申請が認められる場合は「T」評価として認定します。

東京外国語大学入構時には「学生証」を必ず携帯し，東洋大学の学生であること

を示すこと。その他，東京外国語大学の学則に従い，規律ある行動をとること。

１.  対象学生

２.  履修可能単位数

３.  学籍の取扱い

４.  開講キャンパス

５.  履修可能科目

６.  履修手続

７.  試験

８.  単位認定
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75 78

介護等体験
（詳細はＰ81・82）
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・
高
）（
２
）
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〈表３〉「教科に関する科目」一覧表（中・高－理科）（免許法施行規則第３条・第４条）

2018年度以降生命科学科入学生用

１．○：必修科目，２．科目単位数は２単位（化学実験，物理実験，生物学実験は３単位），

３．斜体は一般教養的教育科目

免許法施行規則に 
定める科目区分 １学年 ２学年 ３学年 ４学年

物　　理　　学

○物理Ⅰ
○物理Ⅱ

物 理 学 実 験
（コンピューター活用を含む。）

○物理実験

化　　　　　学

○基礎化学
○基礎有機化学
　無機化学

　分析化学
　有機化学

化　学　実　験
（コンピューター活用を含む。）

○化学実験

生　　物　　学

○生物学Ⅰ
　生物学Ⅱ
生化学Ⅰ
基礎分子生物学

○分子遺伝学
　動物生理学
　生化学Ⅱ
　細胞機能学

生 物 学 実 験
（コンピューター活用を含む。）

○生物学実験

地　　　　　学
○地学

地　学　実　験
（コンピューター活用を含む。）

○地学概論
　（実験を含む）

「教科に関する科目」 
必要単位数 中学１種・高等学校１種　：　２５単位以上

免許取得のための 
必要単位数の合計
（教職＋教科）

中学１種・高等学校１種　：　６０単位以上
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2018年度以降応用生物科学科入学生用

１．○：必修科目，２．科目単位数は２単位（化学実験，物理実験，生物学実験は３単位），

３．斜体は一般教養的教育科目

免許法施行規則に 
定める科目区分 １学年 ２学年 ３学年 ４学年

物　　理　　学

○物理Ⅰ
○物理Ⅱ

物 理 学 実 験
（コンピューター活用を含む）

○物理実験

化　　　　　学

○基礎化学
　分析化学
○有機化学
　無機化学

化　学　実　験
（コンピューター活用を含む）

○化学実験

生　　物　　学

○基礎生物学
　動物生理学
　植物生理学

　

○分子生物学Ⅰ
　分子生物学Ⅱ
　細胞生物学
　生化学Ⅰ
　生化学Ⅱ

生 物 学 実 験
（コンピューター活用を含む）

○生物学実験

地　　　　　学
○地学

地　学　実　験
（コンピューター活用を含む）

○地学概論
　（実験を含む）

「教科に関する科目」 
必要単位数 中学１種・高等学校１種　：　２５単位以上

免許取得のための 
必要単位数の合計
（教職＋教科）

中学１種・高等学校１種　：　６０単位以上
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修得することで国家資格の任用資格を得ることができます。（P86～P87参照）
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生命科学部生命科学科

区　　分 基本科目名 授業科目名 配当学年 単位数 履修方法

Ａ群
　化学関係

分析化学 分析化学 ２ ２ 選択
機器分析Ⅰ ３ ２ 選択

有機化学 基礎化学 １ ２ 必修
基礎有機化学 １ ２ 必修
化学実験 １ ３ 必修
有機化学 ２ ２ 選択

無機化学 無機化学 １ ２ 選択

Ｂ群　
　生物化学関係

生物化学 生化学Ⅰ １ ２ 必修
生化学Ⅱ ２ ２ 必修
生物有機化学 ２ ２ 選択

生理学 生理学 ２ ２ 選択

Ｃ群　
　微生物学関係

微生物学 基礎微生物学 １ ２ 必修
微生物利用学 ２ ２ 必修
微生物生理学 ２ ２ 選択

Ｄ群　
　公衆衛生学 
関係

公衆衛生学 公衆衛生学 ２ ２ 必修
食品衛生学 HACCP論 ３ ２ 選択
衛生行政学 食品安全学 ３ ２ 必修

Ｅ群
　その他の 
関連科目

応用微生物学 真核微生物学 ３ ２ 必修
栄養化学 植物分子栄養学 ２ ２ 必修
家畜生理学 動物生理学 ２ ２ 必修
血液学 血液・免疫学概論 ３ ２ 選択
病理学 組織／病理学概論 ３ ２ 選択
遺伝学 分子遺伝学 ２ ２ 選択
植物生理学 植物科学 ２ ２ 選択

※Ａ群～Ｄ群については，必修科目をすべて修得の上，計22単位以上修得すること。
※Ｅ群の科目を含めて，総単位数40単位以上を修得すること。
※編入学により入学した学生は，食品衛生管理者及び食品衛生監視員の資格を取得することはできない。
※転入学により入学した学生が資格を取得する場合は，「食品衛生管理者及び食品衛生監視員の登録養成施設」として登録さ
れた学校の養成課程からでないと認めない。また，登録養成施設であっても既に取得した単位が当学校の科目内容と一致
しなければ，資格取得に必要な単位と認めない。
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生命科学部応用生物科学科

区　　分 基本科目名 授業科目名 配当学年 単位数 履修方法

Ａ群
　化学関係

分析化学 分析化学 １ ２ 選択
機器分析　 ３ ２ 必修

有機化学 基礎化学 １ ２ 必修
化学実験 １ ３ 必修
有機化学 １ ２ 必修

無機化学 無機化学 １ ２ 選択

Ｂ群
　生物化学関係

生物化学 生化学Ⅰ ２ ２ 必修
生化学Ⅱ ２ ２ 必修
生化学実験 ２ ３ 選択

Ｃ群
　微生物学関係

微生物学 微生物学 １ ２ 必修
微生物利用学 ２ ２ 必修
微生物生理学 ２ ２ 選択

Ｄ群
　公衆衛生学 
関係

公衆衛生学 公衆衛生学 ２ ２ 必修
食品衛生学 HACCP論 ３ ２ 選択
衛生行政学 食品安全学 ３ ２ 必修

Ｅ群
　その他の 
関連科目

環境生物学 環境分子生物学 ２ ２ 必修
家畜生理学 動物生理学 １ ２ 必修

動物バイオテクノロジー ３ ２ 選択
応用微生物学 バイオテクノロジー実験 １ ３ 必修
生物有機化学 生物学実験 ２ ３ 必修
酵素化学 酵素工学 ３ ２ 選択
植物生理学 植物バイオテクノロジー ３ ２ 選択
環境汚染物質分析学 生態毒性学 ３ ２ 選択

※Ａ群～Ｄ群については，必修科目をすべて修得の上，計22単位以上修得すること。
※Ｅ群の科目を含めて，総単位数40単位以上を修得すること。
※編入学により入学した学生は，食品衛生管理者及び食品衛生監視員の資格を取得することはできない。
※転入学により入学した学生が資格を取得する場合は，「食品衛生管理者及び食品衛生監視員の登録養成施設」として登録さ
れた学校の養成課程からでないと認めない。また，登録養成施設であっても既に取得した単位が当学校の科目内容と一致
しなければ，資格取得に必要な単位と認めない。
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導しています。試験は年１回，10月に行われ社会人や学生らが受験し，合格率は全国平均20％前後です。
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学　　科 コード

生命科学科 １９１０

応用生物科学科 １９２０

食環境科学科 １９３０

学籍番号（10桁）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

入学年度
（西暦下２桁）

番号（001～　）

通学課程………０
科目等履修生…９

学
生
区
分

↓

学　科（専攻）　 コード

生 命 科 学 科 １９１０
１９２０応用生物科学科
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○納 付 金

休　学　復　学

○手 続 き

　なお，病気・怪我が理由の場合には，医師の診断書が必要です。

　休学が許可された場合は，休学許可書を保証人宛に郵送します。

　手続きは原則として学生本人が行ってください。ただし，やむを得ない事情があ

る場合は，教学課窓口へ相談してください。

　休学の手続き期間は，その年度の春学期６月30日，秋学期12月31日までです。

休学期間を延長する場合

　復学手続きの案内郵送後，休学を延長することになります。

（１）第１期（春学期）の納入期限までに休学を願い出た場合

　　　　休学日を４月１日付として扱い，納付金のうち授業料・実験実習料は納入

する必要はありません。

　　　　全額一括納入した場合は，第１期（春学期）分の授業料・実験実習料およ

び第２期（秋学期）分の納付金を払い戻しいたします。

（２）春学期中に休学する場合

　　　①春学期の途中で休学する場合，第１期（春学期）の納付金は払い戻しをい

たしません。

　　　②全額一括納入した場合は，第２期（秋学期）分の納付金を払い戻しいたし

ます。

（３）第２期（秋学期）の納入期限までに休学を願い出た場合

　　　　休学日を10月１日付として扱い，納付金のうち授業料・実験実習料は納入

する必要はありません。

　　　　第２期（秋学期）分の納付金を納入した場合は，第２期（秋学期）分の授

業料・実験実習料を払い戻しいたします。

（４）秋学期中に休学する場合

　　　　秋学期の途中で休学する場合，第２期（秋学期）の納付金は払い戻しをい

たしません。

２セメスタを連続して休学する場合（当該学期に引き続き次学期も休学する場合） 

　連続休学する場合，次学期分の授業料・実験実習料を除く納付金は納入しなけれ

ばなりません。

　復学の対象者（当該学期休学者）には，教学課から復学手続きの案内，復学に必

要な書類及び納付金振込用紙を各学期末月の下旬頃に保証人宛に郵送します。

　復学する場合は，案内にしたがって，指定した期間内に手続きをしなければなり

ません。

　復学に関する手続きを怠ると除籍になります。（学則第38条三）

－ 123 －

　復学の対象者（当該学期休学者）には，板倉事務課から復学手続きの案内，復学

に必要な書類及び納付金振込用紙を各学期末月の下旬頃に保証人宛に郵送します。

る場合は，板倉事務課窓口へ相談してください。

－ 73 －

休　学　復　学

○手 続 き

２セメスタを連続して休学する場合（当該学期に引き続き次学期も休学する場合） 

　連続休学する場合，次学期分の授業料・実験実習料を除く納付金は納入しなけれ

ばなりません。

　復学の対象者（当該学期休学者）には，教学課から復学手続きの案内，復学に必

要な書類及び納付金振込用紙を各学期末月の下旬頃に保証人宛に郵送します。

　復学する場合は，案内にしたがって，指定した期間内に手続きをしなければなり

　復学の対象者（当該学期休学者）には，板倉事務課から復学手続きの案内，復学

に必要な書類及び納付金振込用紙を各学期末月の下旬頃に保証人宛に郵送します。

（１）第１期（春学期）の納入期限までに休学を願い出た場合

　　　　休学日を４月１日付として扱い，納付金のうち授業料・実験実習料は納入

する必要はありません。ただし，施設金は半期分の半額等を納入する必要が

あります。

　　　　全額一括納入した場合は，第１期（春学期）分の授業料・実験実習料およ

び第２期（秋学期）分の納付金を払い戻しいたします。

（２）春学期中に休学する場合

　　　①春学期の途中で休学する場合，第１期（春学期）の納付金は払い戻しをい

たしません。

　　　②全額一括納入した場合は，第２期（秋学期）分の納付金を払い戻しいたし

ます。

（３）第２期（秋学期）の納入期限までに休学を願い出た場合

　　　　休学日を10月１日付として扱い，納付金のうち授業料・実験実習料は納入

する必要はありません。ただし，施設金は半期分の半額等を納入する必要が

あります。

　　　　第２期（秋学期）分の納付金を納入した場合は，第２期（秋学期）分の授

業料・実験実習料を払い戻しいたします。

（４）秋学期中に休学する場合

　　　　秋学期の途中で休学する場合，第２期（秋学期）の納付金は払い戻しをい

たしません。
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○納 付 金

○履修方法

退　　　　学

○手 続 き

○納 付 金

退 学 再 入 学

○手 続 き

（１）休学者が復学する場合の納付金は，入学年度の額が適用されます。

（２）１セメスタ（半期）休学する場合，全額一括納入・分割納入の選択が可能な

　　　納入期は，第１期（春学期）とします。

　　　第２期（秋学期）に復学する場合は，復学時に１セメスタ（半期）分の納付

金を納入することになります。

　休学期間中の履修登録科目は，全て無効となります。

※詳細な履修方法については，復学の手続き後，教学課窓口で履修指導を受けてく

ださい。

　事情により本学での修学継続が困難な場合は，所属学部教授会の許可を得て退学

することができます。（学則第36条） 

　退学を希望する場合は，教学課で退学に関する指導を受け，許可願用紙に必要事

項を記入し，保証人連署の上，学生証を添えて教学課窓口へ提出してください。

　なお，事故・病気等の場合には，事故証明書，医師の診断書が必要です。

　これらの手続きは学生本人が行ってください。ただし，やむを得ず本人が手続き

できない場合には，教学課窓口に相談してください。

　退学が許可された場合は，退学許可書を保証人宛に郵送します。

（１）新学期の納入期限の末日までに退学を願い出た場合

　　　　退学日を前学期の末日付として扱い，当該年度・学期の納付金を納入する

必要はありません。

（２）春学期中に退学する場合

　　　①春学期の途中で退学する場合は，第１期（春学期）分の納付金は払い戻し

をいたしません。

　　　②全額一括納入した場合は，第２期（秋学期）分の納付金は払い戻しいたし

ます。

（３）秋学期中に退学する場合

　　　　秋学期の途中で退学する場合は，第２期（秋学期）分の納付金は払い戻し

をいたしません。

　退学した学生が春学期再入学を希望する場合は１月末，秋学期再入学を希望する

場合は７月末までに教学課窓口で再入学に関する説明を受け，許可願用紙に必要事

項を記入し，保証人連署の上，教学課窓口へ提出してください。

　退学した学生が春学期再入学を希望する場合は１月末，秋学期再入学を希望する

場合は７月末までに板倉事務課窓口で再入学に関する説明を受け，許可願用紙に必

要事項を記入し，保証人連署の上，板倉事務課窓口へ提出してください。

け受を導指修履で口窓課務事倉板，後き続手の学復，はていつに法方修履な細詳 ※

てください。

　退学を希望する場合は，板倉事務課で退学に関する指導を受け，許可願用紙に必要

事項を記入し，保証人連署の上，学生証を添えて板倉事務課窓口へ提出してください。

　なお，病気・怪我が理由の場合には，医師の診断書が必要です。

　これらの手続きは学生本人が行ってください。ただし，やむを得ず本人が手続き

できない場合には，板倉事務課窓口に相談してください。

ません。

　復学に関する手続きを怠ると除籍になります。（学則第38条三）

　事情により本学での修学継続が困難な場合は，大学の許可を得て退学することが

できます。（学則第36条）

－ 94 －－ 96－

学
籍
お
よ
び
納
付
金



－ 97－

学
籍
お
よ
び
納
付
金



－ 98－

学
籍
お
よ
び
納
付
金



－ 99－

学
籍
お
よ
び
納
付
金



－ 100 －

学
籍
お
よ
び
納
付
金



－ 101 －

学
籍
お
よ
び
納
付
金



－ 102 －

学
籍
お
よ
び
納
付
金



１．海外留学・研修プログラム

２．板倉キャンパスの情報環境について

３．学則（学籍に関する事項の抜枠）

４．東洋大学生命科学部規程
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１．海外留学・研修プログラム

　海外留学・研修プログラムの概要

　本学では，休学することなく参加できる海外留学・研修プログラムを豊富に用意しています。

　プログラムの概要は以下のとおりです。

プログラム名 ①交換留学 ②認定留学 ③協定校 
語学留学

④短期語学
セミナー

⑤海外インターンシップ・ 
ボランティア

⑥国連ユースボランティア
・ワシントンセンター

 ⑦Diversity  
Voyage

⑧日本語
パートナーズ

学部留学 語学留学 － － － －

－

１学期 
または１年

３または 
６ヶ月 ４週間 ２～６週間 約５ヶ月 約10日間

第Ⅰ期：２～３月
第Ⅱ期：８～９月

留学先大学により 
異なる

春学期：２～５月
秋学期：８～９月

夏季および 
春季休暇中 ９～10月 5～9月夏季および 

春季休暇中

あり なし あり なし

留学形態

期　　間

出発時期

語学条件

単　　位 単位認定申請可 履修登録対象 単位認定申請可 履修登録対象

東洋大学留学 
奨学金（給付型） あり なし

東洋大学海外留学 
促進奨学金（給付型） グローバルリーダー型 アクティブ型 チャレンジ型 アクティブ型 なし

プログラムの内容等は変更になる場合があります。

※1　学部留学…現地で正規課程の科目を履修及び修得することを目的とする留学
※2　語学留学…海外の大学附属の語学学校で語学を集中的に学ぶ留学
※3　１年…留学先機関によって学期制度や学期の日程が異なるため，トータルで１年間の留学期間を指す言葉として
 使用しています。
※4　単位認定申請可…留学先大学等で修得した単位に関し，本学開講科目の単位として認定を申請できます。
※5　履修登録対象…該当する本学の開講科目を履修登録できます。

　各種海外留学・研修プログラムの詳細

　①交換留学

　②認定留学

　本学が学生交換協定を締結している協定校あるいは海外学生交換コンソーシアム

（ISEP・UMAP等）に加盟する大学へ，１学期間または１年間留学するプログラム

です。東洋大学を休学することなく留学できます。原則，留学先大学の授業料は免

除となり，留学期間に応じて奨学金が支給されます。留学先の大学では正規課程の

科目を履修及び修得することを目的とします。

　本学協定校の他，学位授与権のある大学へ１学期間または１年間留学するプログ

ラムです。国や地域は問いません。東洋大学を休学することなく留学できます。原則

留学先の授業料は自己負担となりますが，認定留学として承認されると留学期間に応

じて奨学金が支給されます。留学先の大学では正規課程の科目を履修及び修得する

※1

※3

※2

※4 ※5 ※4 ※5

6～11ヶ月
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　③協定校語学留学

　④短期語学セミナー

　⑤海外インターンシップ・
　　ボランティア

　⑥国連ユースボランティア
　・ワシントンセンター（TWC）
　

　⑦Diversity Voyage

　⑧日本語パートナーズ

海外留学・研修
プログラム向け
給付型奨学金

　〇各プログラムの詳細は大学ホームページを確認してください。

　　　国際交流「海外留学を希望する方へ」

　　　http://www.toyo.ac.jp/site/ies/

ことを目的とします。
　大学への出願・入学手続きは原則各自で行うため，留学に先立って自ら十分な情
報を収集し，綿密な計画を立てることが重要です。

　本学の海外協定校附属の語学学校へ，３ヶ月または６ヶ月間留学するプログラムで
す。語学力の向上を目的とし，語学を学びながら様々なアクティビティやホームステイ等
を通じた異文化体験をします。原則，留学先の授業料は自己負担となりますが，条件を
満たした場合，奨学金が支給されます。また，東洋大学を休学することなく留学できます。

　夏季および春季休暇を利用した短期語学研修プログラムです。語学研修，アクティ
ビティ，ホームステイ等を通じた語学力の向上と異文化理解を目的としています。

　グローバル企業で働くために必要となる英語力・異文化理解力・社会人マナーな
どの社会人基礎力を育成し，世界に羽ばたく学生を育てることを目的としたプログラ
ムです。夏季および春季休暇を利用し，２～６週間研修を行います。語学力の向上
に加え，各国の経済状況や文化風習の違いを“働く”という社会生活を通じて体験
し，今後の学生生活とキャリア形成に生かすことができます。

・国連ユースボランティア（UNYV）
　国連ボランティア計画（UNV）のコーディネートの下，開発途上国の国連事務所
や政府機関でユースボランティアとして，約５ヶ月間働く長期インターンシップです。
現地国連スタッフと共に広報活動やフィールドワーク等の業務に携わりながら，高度
なキャリア意識やリーダーシップを養うプログラムです。

・ワシントンセンター（TWC）
　アメリカの首都であるワシントンDC周辺の公的機関、NPO、企業などで15週間
の就労体験と夜間に行われる授業を通じ国際的感覚を身につけ、将来のグローバル
リーダーを育てるプログラムです。

　一般社団法人グローバル教育推進プロジェクト（GiFT）が行う，夏季および春季休
暇を利用した短期間の海外研修です。海外で現地学生等と外国語でコミュニケーショ
ンを取りながら共創・協働することで，語学力のみならず「多様性適応力」を育みます。

　約半年～１年間，アジアの中学・高校などの日本語教師や生徒のパートナーとして，
授業のアシスタントや日本文化の紹介を行うプログラムです。

　東洋大学では，多くの学生が海外留学・研修プログラムに参加できるよう，充実した

奨学金を用意しています（プログラムや語学スコアに応じ，7～150万円を給付）。

　－東洋大学留学奨学金

　－東洋大学海外留学促進奨学金

　その他，民間団体などによる奨学金もあります。

　各奨学金の要件や金額は変更になる可能性があります。

詳細や最新情報は国際教育センターホームページで確認してください。

http://www.toyo.ac.jp/site/ies/10022.html
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◎海外留学・研修プログラムについての問い合わせ先
　　　国際部〔国際教育センター〕（白山キャンパス８号館１階）
　　　℡　03－3945－8593　Email：mlryugaku@toyo.jp
◎学籍・履修・単位認定に関する問い合わせ先
　　　板倉事務部板倉事務課
　　　℡　0276－82－9111
　　　受付時間　月～金　9：20～13：30，14：00～18：30
　　　　　　　　土　　　9：20～12：50
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9：30～17：00

　Windowsパソコンが28台設置されています。PC教室（2208・2209）での個人利

用と同じ目的・方法で利用可能です。閉館時間の15分前まで開放しています。そ

の他に貸出用ノートPC，iPadもあります。詳しくは図書館で確認してください。
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平成30年４月１日現在
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平成30年４月１日現在
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　※ここに記載されている内容は2018年４月時点のものです。
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　私は電話の発明者であるグラハム・ベルの「時には踏みならされた道から離れて森の中に入
ってみなさい。そこには今まで見たこともない新しいものを見つけるに違いない」という言葉
が好きです。 
　踏みならされた道を行く研究者はみな同じような研究能力を持っているので、新しい発見をするの
は難しいですが、他人と違った目線でオリジナルな研究テーマを選ぶことで新しい発見をするのでは
ないか、そういう思いでいつも研究をしています。研究の面白さは、新発見に遭遇すると「その事実
を知っているのは世界中で私だけ！」というドキドキ感・ワクワク感を味わえることです。皆さんも極
限環境微生物の世界で”微生物ハンター”として活躍してみませんか？
オフィスアワー
　春学期：月曜日　12：00～13：00，秋学期：月曜日　12：50～13：10

自己紹介，学生へのメッセージ

　春学期：水曜日　15：00～16：30，秋学期：火曜日　16：40～18：10

　大学では教員養成課程の教育学関連の専門科目を担当しています。近年では道徳教育に関す
る仕事も手掛けることが多くなりました。
　教育学を専門領域としており、教育行政学、開発教育学、比較教育学で学位を取得してきま
したが、もっと大きな視座（＝グランド・セオリー）からこの世界の神秘に迫り、そこから人
生の謎を捉えていきたいと考えています。まずは私たちの存在を支えているこの世界や私たち
の存在の根底にある生命について問い直し、そこから私たち“人間はいかに生きるべきか”とい
う問いに対する手掛かりを探りながら、そうした生を生き抜くために私たちは“いかに学び成
長するべきなのか”という問題への答えを見つけ出そうと試みています。
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　月曜日　12：45～13：15

生物学Ⅰ，細胞学，組織／病理学概論，動物生理学，発生・再生医科学

　私の専門は神経科学です。学生の頃から本を読むのが好きで、その中の一冊に「狂気と脳－分裂病の
精神薬理」（スナイダー著/加藤信訳・海鳴社刊・1976年刊）というのがありました。「こころ」も生物学的な
基盤によって生み出され、化学物質によって左右されるものであるという内容に興味を覚え、それが今の
私の研究のきっかけになっています。
　大学ではたくさんの講義が用意されていますが、4年間の学びの主体は皆さんにあります。講義をきっ
かけとして、興味や疑問を持ったことを自ら掘り下げていく学びをぜひ実践してください。

脳科学，基礎化学，分析化学，医用工学概論
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　月曜日　12：00～13：00
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　水曜日　12：40～13：20

　春学期：水曜日　11：10～12：40，秋学期：火曜日　13：20～14：50
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　水曜日　13：20～14：50

　水曜日　13：20～14：50

　洋画や英米文学が好きで、「字幕無しで洋画を楽しみたい」「英米文学の原作を読み味わい
たい」という願望がきっかけで、紆余曲折を経てこの道に入りました。イギリス留学中、19世
紀の小説の魅力に惹かれ、この分野を中心に研究しています。
　板倉キャンパスの学生さんとは主に1年次の必修英語の授業でお会いします。授業内外で、
必要不可欠な英語力や各種英語資格試験スコア向上のサポートに努め、英語や英語圏の文化の
奥深さ・楽しさも共有できたらと考えています。ただ、英語力を身に付けるには本人の努力が
大切です。TOEICスコア、TGポイント、留学、字幕無しの洋画鑑賞など、自分なりの目標を
立て、積極的に行動してください。No pain, no gain!
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　Friday　13：13～14：14
オフィスアワー

講師　マイケル　ランドルフ １号館２階第49研究室
　　　MICHAEL. Randolph
英語講師　アシュトン　スティーヴン　
　　　　　ASHTON. Steven  

オフィスアワー
　研究室前の掲示でお知らせします。

主な担当科目
English Communication I/II、Integral English III/IV

English Communication I/II、Integral English III/IV

学位
　Master of Science (MSc) in Technology and Industrial Organisation
　Bachelor of Science (BSc) in Physics

自己紹介，学生へのメッセージ
　I’m British, and was born and raised in London, where I worked mostly in the financial services 
industry.  Here in Japan, as well as being a teacher, I’m also an actor and voice actor, so you might 
see or hear me on television occasionally.  I like to use drama techniques in my classes, but please 
don’t worry - you don’t need any acting skills or experience to take part.  It’s a fun way to learn, 
and can help you relax, be creative, improve your teamworking abilities, and build confidence ‒ 
these are all skills that good scientists, entrepreneurs and innovators need.
If you see me on campus, please don’t be shy ‒ just come up to me and say hello.

ソーントン　ショーン　英語講師　
　　　　　THORNTON. Sean 
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　月曜日　12：40～13：20　この時間以外でも手が空いていれば対応します

植物は食糧、環境、エネルギーなどさまざまな場面で我々の生活に貢献してくれています。世
界規模で様々な課題に直面する昨今、持続的な社会を構築するためには、まだ知られていない
植物の潜在能力をうまく引き出す必要があります。私の研究室では、植物の形を制御する植物
ホルモンや人の健康に関わる機能性成分など、植物が生産する物質に注目した研究を進めてい
ます。植物の栽培が好き、宝探しが好き、社会貢献につながる研究がしたい方、是非いっしょ
に実験して議論しましょう。

　動物の体を構成する個々の器官の形がどのようにしてできるのかに興味をもち，四肢，網膜
から始まり，最近は心臓に着目して研究を行っています。心臓の形は動物によって様々で，一見
単純な構造に見える魚類の心臓（一心房一心室）も実は水中生活に適した形になっています。興
味深いことに二心房二心室の心臓をもつ哺乳類も発生の過程で魚類のような心臓の形態をとりま
す。進化発生学的なアプローチから形や機能の多様性が生じたメカニズムを明らかにし，将来的
にはヒト疾患の発症原因の解明につなげていきたいと考えています。
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　火曜日　13：30～18：00

　水処理工学，微生物処理技術，環境修復学，公害防止総論

分子生物学Ⅱ，酵素工学，基礎化学
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　水曜日　13：00～15：00

　水曜日　12：00～13：30
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月曜日～金曜日　12：40～13：10
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　道端を歩いていてふと気になる野生動物への小さな疑問は大きな科学的問いへの入り口で
す。身近な、フィールドに出て、動物を調べることで動物の生態や環境とのかかわり詳しく知
ることが出来ます。
　好奇心と野心と双眼鏡や釣り竿をもって、まずは一緒に大自然に出かけましょう。

オフィスアワー
　月曜日　13：00～14：30

助教　  １号館２階第55研究室

主な担当科目
　極限環境微生物学，無機化学

学位
　博士（生物科学）

自己紹介，学生へのメッセージ

基礎生物学演習、基礎化学演習、ライフサイエンス英語

李　沁潼
　　　　LI. Qintong

　地球上の物質って、毎日循環しています。例えば「窒素」を見てみると、空気中の窒素は、すご
く複雑なプロセスを経て、卵や肉などになって我々の食卓にやってきます。そして食卓にあった食
物中の窒素や、生活・工業廃水中の様々な有機・無機態の窒素は、結局空気の中に戻るのです。こ
ういった物質循環過程では、「分解者」と呼ばれる微生物たちが、重要な担い手として働いていま
す。環境中のほとんどの微生物はまだ私たちには未知の状態で生息しています。こんな小さな微生
物がどんな大きな役割を地球の物質循環に果たしているのか、一緒に探究してみませんか。

オフィスアワー
研究室前の掲示でお知らせします。

１号館３階第33研究室
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書架
（参考図書）

返却ポスト

インフォメーション
カウンター

インフォメーション
カウンター

ウォーター
クーラー

書架（雑誌）

自動貸出装置

（新聞、文庫・新書）
ブラウジングコーナー

新聞
雑誌
コーナー

四聖像

コンピューター
・コモンズ

閲覧席

アクティブ・
ラーニング・
エリア
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